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Abstract: [Objective] We are trying to construct a career system for the administrators in the 
nursing home. In this study, we carried out a survey of impact of daily work activities and work 
recognition on job satisfaction and clarified respective characteristics that affects the degree of 
job satisfaction. [Methods] The administrators working for elderly welfare service agencies and 
nursing homes were selected as subjects for this survey. Three items of work activities, work 
recognition and job satisfaction were surveyed. We took a mailing survey method using a self-
filled questionnaire. [Results] The results indicated that job contents and work recognition have 
a significant influence on job satisfaction, and that work recognition is more influential than 
work activities. [Conclusion] The degree of job satisfaction was found to depend upon receiving 
legitimate evaluation and exerting decision-making authority. Thus, it is important to establish a 
supervision system in an organization and promote a function of this system

















我が国では、高齢者介護施設で働く職員は介護保険制度が施行された 2000 年の 54.9 万人
から 183 万人と 3.3 倍も増加している（内閣府；2017）ⅰ。しかしながら、相変わらず高齢者介
護施設職員の離職率は一般企業と比較すると高いと言われている。（社会福祉士振興試験セン





































































質問紙は、回答があった 457 施設の管理職者を分析対象とした（回答率 20.9％）。調査対象
者の概要は、表１に示した。管理職者が所属している機関・施設は多い順に、1）特別養護老
人ホームが 141 施設、　2）老人デイサービスセンターが 134 施設、　3）地域包括支援センターが
52 施設、4）在宅（老人）介護支援センターが 44 施設、5）軽費老人ホームが 24 施設、6）介
護老人保健施設が 4施設、7）養護老人ホームが 2施設、8）その他が 56 施設であった。また、
仕事をするうえで決定権は、「全く決定権がない」者が 1名いたものの、「全て自分で決定する」







女性 140 30.8 ｎ =455
年齢
20-29 歳 3 .7
30-39 歳 71 15.7
40-49 歳 143 31.6
50-59 歳 126 27.8







その他 60 13.5 ｎ =444
経験年数
5年未満 62 13.7
5 年以上 10 年未満 58 12.8
10 年以上 15 年未満 91 20.1
15 年以上 20 年未満 112 24.8
20 年以上 129 28.5 ｎ =452
管理者経験年数
5年未満 186 41.6
5 年以上 10 年未満 132 29.5
10 年以上 15 年未満 80 17.9
15 年以上 20 年未満 33 7.4








































人たちについて」が 311 人（68.7％）であった。また、逆に「非常に不満」等、否定的な 1
点～ 4 点を回答した者が多かった項目は順に、「職場での貢献に対してでた報酬について」








標準偏差 最小値 最大値 相関係数
業務内容 職業的価値観 職業的価値観
業務内容 65.94 7.704 42 84 1 .528** .497**
仕事に対する認知 75.85 10.766 46 102 .528** 1



































平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 t	値
Ⅲ .1. あなたの仕事は非常に複雑でしかも
高度な技術を要する
	65.604	 	12.337	 	61.377	 	12.319	 2.608 **
Ⅲ .2. あなたの仕事は他の人との協力が非
常に求められる




	66.554	 	12.494	 	61.627	 	11.667	 3.928 ***
Ⅲ .9. 仕事であなたの主導権や判断を求め
られることはない（R）




	70.160	 	11.037	 	60.835	 	11.911	 8.301 ***
Ⅲ .11. 着手した仕事は最後までやるよう
に任されている
	65.392	 	12.284	 	57.360	 	12.355	 3.172 **
Ⅲ .12. 仕事の内容から仕事の出来具合の
手がかりはつかめない（R）




	66.700	 	11.791	 	59.500	　	12.761	 5.347 ***
Ⅲ .14. 広い視野からあなたの仕事をみる
と重要性や意義が余りない（R）
	65.478	 	12.193	 	57.276	 	13.169	 3.48 ***
Ⅳ .15. この仕事を正しくしたかどうかは
私の責任です
	66.040	 	12.287	 	60.195	 	11.913	 3.898 ***











平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 t	値
Ⅳ .1. この仕事を正しく行ったかどうかに
ついて確かめることは大変難しい（R）
	67.029	 	12.268	 	63.563	 	12.345	 2.851 *
Ⅳ .2. この仕事はうまく成し遂げれば自分
の評価が上がる
	68.318	 	11.316	 	61.507	 	12.535	 5.895 ***
Ⅳ .3. 全般的に私はこの仕事に満足している 	70.270	 	9.898	 	57.141	 	11.669	 12.472 ***
Ⅳ .4. この仕事は値打ちがなくつまらない
ものです（R）
	66.464	 	11.829	 	53.569	 	10.843	 7.376 ***
Ⅳ .5. 私はいつもこの仕事に充実感を味
わっています
	70.340	 	9.736	 	57.492	 	11.809	 11.959 ***
Ⅳ .6. この仕事がうまくできたとき、私は
非常に充実感を味わえます
	68.034	 	11.347	 	55.163	 	10.497	 10.247 ***
Ⅳ .7. この仕事はとても有意義なものです 	67.449	 	11.216	 	51.725	 	9.801	 10.876 ***
Ⅳ .8. この仕事は個人的に責任を感じます 	65.345	 	12.194	 	55.842	 	14.029	 3.299 ***
Ⅳ .9. 私はこの仕事を辞めたいとしばしば
思います（R）
	68.807	 	12.029	 	60.910	 	11.559	 6.93 ***
Ⅳ .10. この仕事がうまくできないと、気
分が悪くなり、悲しくなる（R）
	67.595	 	12.164	 	63.708	 	12.359	 3.015 **
Ⅳ .12. この仕事の結果については私が責
任をとるべきだと思います




	68.869	 	10.940	 	57.322	 	11.602	 10.146 ***
Ⅳ .15. この仕事を正しくしたかどうかは
私の責任です
	66.040	 	12.287	 	60.195	 	11.913	 3.898 ***
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